
ゆ
つ

ら
ー

つ
と

沖
端

川
　
M
A
P

松 原 堰

定 林 寺
岩 神 堰

中 山 大 藤

立 花 壱 岐 屋 敷 跡

立 花 家 農 事 試 験 場 跡

田 尻 惣 助 ・ 惣 馬 の 墓

行 基 菩 薩 堂
行 基 橋

岩
神

堰
：
文

政
4
年

（1
8
2
1
）
に

設
置

さ
れ

た
岩

積
み

の
堰

松
原

堰
：
平

成
1
0
年

に
現

在
の

ゴ
ム

堰
に

改
築

。

朝
鮮

松
原

：
1
5
9
4
年

立
花

宗
茂

は
朝

鮮
よ

り
凱

旋
し

本
郷

の
矢

部
川

に
松

を
植

え
（
朝

鮮
松

原
）
カ

サ
サ

ギ
（
朝

鮮
カ

ラ
ス

）
を

放
っ

た
。

大
正

時
代

ま
で

は
百

本
を

超
え

て
い

た
が

、
太

平
洋

戦
争

中
、

燃
料

用
に

松
脂

を
取

り
枯

死
し

、
現

在
三

十
本

位
補

植
し

て
あ

る
。

九
品

寺
：
矢

部
川

の
治

水
事

業
に

尽
力

し
た

田
尻

惣
馬

、
惣

助
父

子
が

眠
る

。
１

６
９

５
年

（
元

禄
８

年
）
北

山
の

千
間

土
居

を
造

っ
た

時
、

子
の

惣
馬

は
助

手
と

な
り

完
成

さ
せ

た
。

惣
馬

は
矢

部
川

の
管

理
の

為
、

こ
の

寺
の

東
隣

に
居

住
し

て
い

た
。

奈
良

時
代

に
草

創
さ

れ
た

。
こ

の
地

に
居

城
し

て
い

た
岩

神
将

監
の

墓
も

あ
る

。

定
林

寺
：
廃

寺
に

な
っ

た
跡

に
観

音
堂

を
祀

っ
て

あ
る

。
お

堂
の

外
に

は
弘

法
大

師
も

祀
ら

れ
お

彼
岸

に
は

お
参

り
の

お
遍

路
さ

ん
で

賑
わ

う
と

い
う

1
9
8
9
年

の
松

原
堰

（
大

熊
孝

氏
撮

影
）

松 原 堰

朝 鮮 松 原

本 郷

立
花

壱
岐

 た
ち

ば
な

‐
い

き
 

‐
1
8
3
1
1
8
8
1

幕
末
-明

治
時

代
の

武
士

。
柳

河
藩

家
老

。
陽

明
学

を
お

さ
め

、
池

辺
節

松
、

横
井

小
楠

に
ま

な
ぶ

。
藩

財
政

の
再

建
、

軍
備

の
充

実
な

ど
安

政
の

改
革

を
お

こ
な

う
。

明
治
2
年

岩
倉

具
視

と
会

見
し

廃
藩

置
県

・
藩

知
事

設
置

を
進

言
し

た
。

明
治
1
4
年
7
月

2
4
日

死
去

。
5
1
歳

。
本

姓
は

十
時
(と

と
き
)。

名
は

親
雄

。

立
花

家
農

事
試

験
場

跡
：
明

治
期

の
立

花
家

の
当

主
、

寛
治

の
私

設
の

農
業

試
験

場
跡

。
彼

は
イ

ギ
リ

ス
貴

族
を

理
想

と
し

て
、

華
族

は
議

員
と

な
る

か
別

の
方

法
で

国
家

に
貢

献
す

る
べ

き
だ

と
使

命
感

を
持

っ
て

い
た

。
試

験
栽

培
や

篤
志

家
に

よ
る

種
苗

交
換

会
や

品
評

会
を

行
い

「
宮

川
早

生
」
も

そ
の

中
で

広
が

っ
た

。

本
郷

（
一

般
論

）
：
養

老
元

年
（7
1
7
年

）
、

条
里

制
の

里
に

代
え

て
初

め
て

郷
が

置
か

れ
、

さ
ら

に
天

平
年

間
に

至
り

、
郷

が
人

民
把

握
の

最
小

単
位

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

。
多

く
の

場
合

、
本

郷
は

、
荘

園
・
公

領
の

政
治

的
・
経

済
的

・
流

通
的

な
セ

ン
タ

ー
機

能
を

果
た

し
た

。
中

世
後

期
に

な
り

自
治

共
同

体
の

中
心

地
域

を
指

し
て

用
い

ら
れ

始
め

た
。

例
）
東

京
都

文
京

区
本

郷
。

行
基

橋
：
奈

良
時

代
に

大
仏

建
設

な
ど

に
尽

力
し

社
会

事
業

で
全

国
を

ま
わ

っ
て

い
た

行
基

が
作

っ
た

と
伝

承
が

あ
る

。
実

際
に

は
九

品
寺

の
僧

達
が

「
行

」
を

行
っ

て
い

た
場

所
に

因
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

資
料

作
成

　
：
　

矢
部

川
を

つ
な

ぐ
会

　
　

～
山

か
ら

海
ま

で
未

来
に

つ
な

ぐ
～

柳
川

市
城

隅
町
1
8
-9

　

　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
0
9
4
4
-7
5
-5
5
5
5
（
う

な
ぎ

と
川

下
り

の
大

東
内

　
有

明
会

気
付

）
　


